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いちご炭そ病の撲滅に向けて 

－炭そ病対策研修会を開催－ 

 現在、令和 6 年産いちごは、例年を下回る収量となっており、その一因として、炭そ病

の多発があります。そこで、１月 31 日、管内のいちご生産者を対象に、炭そ病の基本的

生態や防除対策について研修会を開催し、34 名が出席しました。 

研修会では、基本的な内容から、耐性菌の発生状況や周辺雑草の罹病等に関する最新情

報を踏まえ、できうる限りの対策について講習を行いました。 

今まで使用していた農薬にも既に耐性菌が発生していることや、周辺雑草が無病徴で炭

そ病に罹病していることがある等の新たな情報に、生産者からはまだまだ対策が十分でな

かった、薬剤ローテーションを見直そう、雑草防除を徹底しよう、など既に始まっている

7 年産の育苗作業に向けた強い意気込みが聞かれました。 

また、研修会終了後は、収穫作業等の労力軽減対策として、アシストスーツの着用体験

会も開催しました。土耕栽培の収穫作業は足腰への負担が大きく、若い生産者でも腰を痛

めていることがあります。今回は２～１５万円程度の比較的安価で導入しやすい４タイプ

を紹介し、早速導入を決める生産者もいました。 

普及指導センターは、今後もいちごの安定生産・収量向上のための支援を実施してい

きます。 

       

 

 

 

 

 

                研修会の様子 

 

第２６号 

問合せ先 

  ＴＥＬ  ０９４８（２３）４１５４ 

  ＦＡＸ  ０９４８（２９）４８６６ 

    e-mail iizuka-dlc@pref.fukuoka.lg.jp 

  園芸畜産課 野菜係 


